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■平成２４年７月臨時愛知県議会開会 

 6 月県議会は 7月 5日に閉会ました。鈴木は 21日の

一般質問に登壇（06 既報）、所属する地域振興環境委員

会では、リニア中央新幹線開業の 2027 年をターゲッ

トにしたセントレア 2 本目滑走路の整備の期限を切っ

た取組について等質問を行いました。 

当初提出議案の、災害廃棄物受入検討推進費などを盛

込んだ一般会計補正予算▲85,739 千円、条例関係 6 件、

松原公安委員長(豊田合成㈱相談役)の任期満了に伴う人

事案件などその他議案 4 件の計 11 議案については、

10 議案は全会一致で可決しましたが、補正予算は 50

年ぶりの記名投票により 55 年ぶりとなる予算修正動議が

賛成(白票)52、反対(青票)50 となり県政初の可決とな

ったため、知事は語気を荒げ同じく愛知県政史上初とな

る再議へ付しました。 

７月６日の愛知県告示第437 号により、7月 14日午後１時臨時愛知県議会を愛知県議会議事堂に

召集する旨が告示され、付議事件は平成 24 年愛知県一般会計補正予算に対する再議についてです。 

 臨時議会では、修正動議は起

立採決の結果、賛成少数で否決

(再議の場合は出席議員の 2/3 以上

の賛成が必要)され、知事の行政

手法に反発している自民党の

動向が注目されましたが、被災

地の復興支援の立場から原案

に賛成となり、結局全会一致で

知事原案が可決しました。 

■愛知県消防学校－総務県民・警察研究会県内調査 120710 

愛知県消防学校は、県内市町村(名古屋市を除く)の消防職員、団

員や自衛防災組織員等に対し消防防災に関する教育訓練を行うた

めに消防組織法に基づき設置されています。昭和50 年代に現在の

施設の多くが竣工、設備も含めて老朽化が進行。新任消防職員の訓

練(初任科)が 125 名の定員で前後期行われており、続く救急科は

75 名の定員で年 3期行われているが、3期目の会場は安城に持ち

出しての開催であり救急科の受講も 2～３年待ちの状況。パーティ

ションがない 6 人部屋(寮生活も重要)の宿泊施設も収容人数 174

名のため一部は通学。それでも酷暑の中、稲沢市消防本部の新入職

員も大きな声を出しながら訓練に励んでいました。 
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●議席番号順に議長席前(檀上)の投票に向かう議員の列 
 
 
 
 
 
 
 

 

●初めて用意されていた記名投票札の青票を投じる鈴木 

県民の安全を守るために受入れないと云えれ 

ば簡単ですし、保身にもつながります。ただ戦後最

大の試練、被災地の要請に対し皆様の安全を確

保しご理解をお願いし取組むのであれば、知事の

“おもい”は理解できますし、私たちも積極的に賛

成してきました。しかし、議場での態度やお願いを

する市町村への対応は甚だ残念です。知事1期目

で信頼関係構築中という状況では、代表である議

会はもとより直接住民の皆さんにも丁寧に説明、

説得することが必要と考えます。被災者不在、県

民不在と言われた臨時議会ですが、知事、議会双 

方が重く受止める機会にはなったと思います。 



■公共施設のあり方検討委員会―明日のいなざわが輝くために―稲沢市 120704 

平成23年11月17日に第1回の公共施設のあり方検討委員会が開かれました。稲沢市公共施設のあ

り方検討委員会設置要綱第2条(設置)によると「稲沢市の所有する公共施設の効率的かつ効果的な配

置、運営等に向けたあり方を中長期的視点に立って検討するため、稲沢市公共施設のあり方検討委員

会を設置する。」と謳われています。STEP21県政REPORT1202で稲沢市の公共施設の“いま”で施

設の老朽化等に触れましたが、今月4日の第4回委員会で小学校の統廃合について議論のたたき台と

なる意欲的な素案が提案されました。検討委員会は素案を議論し年度内に意見報告の予定です。 

●小中学校の改革案 

公共施設：稲沢市の公共施設は庁舎、公民館、学校など合わせ

て190施設。これらの施設運営に充てられる税収等の一般財源額

を合わせると81億6千万円(21年決算ベース)。190施設の内3割

に当たる52施設が借地有。建築後30年以上経過したものは全体

の7割を占め、延床面積で見ると73％、その内の6割が小中学校。 

児童数等：小学生のピークは昭和50年代前半の約1万3千人、

平成34年では半数以下の6千人と推計。学校教育法施行規則では

標準学級数を12～18学級としているが、既に今年度時点で標準

未満となる1クラスだけの学年のある小学校は11校に上る。 

維持費等：年間維持管理費用の市負担分は小学校1校

当たり2,700万円、同中学校3,700万円、借地料を合わ

せると合計約11億4千万円(児童1人当たり約10万円)。

一方老朽化している校舎等の建替えは1校当たり18億

円とすると、稲沢東小・平和中を除く30校で540億円。 

見直しの考え方：①建替えに合わせて中学校を単位に

施設集約、②分離校を元の母校に、③通学区域の見直し。 

統廃合等によるメリット：社会性を身に付ける学校規模

の確保、6・3制を維持した小中連携の教育体制の整備、

中学校への分散進学の解消等が挙げられるが、建替え費

用が200億円弱、年間維持費も3億4千万円弱減らすこ

とが出来ると試算。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 21 日県消防操法大会(第 3分団出場) 

29 日稲沢夏まつり 

8 月 4 日稲沢 JC40 周年記念講演 

サマーフェスタへいわ(ねぷた登場) 

7 日老人芸能大会 15 日そぶえ夏まつり 

●改革の目玉 PARTⅢから 
へいわらくらくプラザに、こども屋内遊園

地いなッピーランド・プロジェクトを提案 

  

                                   小学校の児童数と学校数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小学校の今後のあり方について 

市民アンケート結果 
 
 
 
 

(案) 
 

稲沢地区３→２(大塚小統合) 
明治地区３→１(明治小(仮称)新設) 
千代田地区２→１(坂田小統合) 

祖父江地区６→１(祖父江小(仮称)新設) 
平和地区３→１(平和小(仮称)新設) 
 

 
 

県政史上初の再議でしたが、がれき処理                           を判断する住民説明会等の予算削

減の自民修正動議に大義が？です。社会保障改革が見えないなか消費増税が進み申し訳ありません。少なくとも身を切る改革の実現を

お願いしています。祝ロンドン五輪！暑さに負けず 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。 愛知県議会議員 鈴木じゅん 

稲沢夏まつり～やろまい会～ 
  

サッカーゲーム 
開催 

  
名古屋グランパス協賛 

 新市民病院の起工式が 7月 16日、地元区長様
ほかご臨席のもと挙行、開院は H26 年秋です。 

 


